

  イデオロジー的捕縛の心理学

  Harmonia

  Harmonia




イデオロジー的捕縛の心理学

知的な人間がなぜ議論を聞くことができないのか — イデオロジーがどのようにアイデンティティに取って代わり、批評が異端となり、フレームワークへの感情的投資がそれを証拠に対して免疫にするのか。応用Harmonismシリーズの一部。参照：The Foundations、The Western Fracture、Post-structuralism and Harmonism、The Epistemological Crisis、The Moral Inversion。




現象

すべての時代は真摯な信者を生み出す。現代の形態を区別するのは確信の強さではなく、それを大規模に生み出す制度的メカニズム — そして確信を構造的に自己吟味から免疫にする哲学的前提である。

パターンは西洋世界全体、そしてますます世界を越えて可視化されている：若い人がひとりの知識への好奇心と道徳的誠実さを持って大学に入る。2、3年で、彼らはジェンダー、経済学、人種、生態学、政治について感情的活性化なしに議論することができなくなる。彼らは語彙を習得している — intersectionality、privilege、systemic oppression、performativity、praxis — それは分析言語というより、アイデンティティマーカーとして機能する。彼らはすべての社会的配置を権力関係として読むことを学んだ、すべてのカテゴリーを構成として、すべての伝統を支配の構造として。そして何よりも、彼らはこのフレームワークに異議を唱えることは、それが命名する抑圧に加担していることを自分たちに明らかにすることを学んだ。

これは愚かさではない。最も捕縛された心の多くは最も聡い人たちの中にある。捕縛は正確に本当の知性を開発しているために動作する — パターン認識、道徳的真摯さ、体系的思考の能力 — そしてそれを偽の前提から内部的に一貫した結論を生み出すフレームワークを通じてチャンネルしている。システムは独自の公理の中で論理的に一貫している。問題は公理が間違っており、フレームワークは公理を見えなくするように設計されているということである。

Harmonismは、この現象 — イデオロジー的捕縛 — が単なる政治的問題ではないと考えている。それは特定可能な原因、正確なメカニズム、および構造的救済を持つ精神的、心理的、および文明的危機である。魂をマップした伝統は、現代大学が存在する前の何世紀も前にこの状態を認識した。何が新しいかは、心がそれ自身の確信によって監禁されるということではない。新しいのはそれの監禁を制度的出力として産業規模で生産することである。





イデオロジーが満たしている虚無

イデオロジー的捕縛は、足下に地面を持つ人々には起こらない。地面を持つことを体系的に奪われた人々に起こる — そしてイデオロジーが代替品として提供される。

順序は重要である。大学がフレームワークを提供する前に、文明はすでにそのフレームワークを不要にするであろう基礎を削除している。生きた形而上学で育てられた若い人 — 現実が何であるか、人間の本質が何であるか、良い人生が何で構成されるかについての説明 — は、イデオロジー的捕縛に対する免疫システムを持っている。彼らはpost-metaphysical WestのMarxやFoucaultやButlerに出会い、彼ら自身の哲学的地盤からその議論に取り組むことができ、何が洞察的かを取り、彼らの現実の理解に矛盾するものを拒絶することができる。しかし、宗教が知的内容で空にされた、科学がscienticismと混同されている、家族が意味の伝達者として弱くなっている、消費者文化がすべての沈黙を満たしているポスト形而上学的西洋で育てられた若い人は、まったく地面なしで大学に到着する。彼らは、正確な調和主義的意味において、Dharmaを持たない。

この虚無の中に、イデオロジーは啓示の力で入る。それは若い人が絶望的に必要としているものを提供する：世界が壊れている理由についての一貫した説明（抑圧、資本主義、家父長制）、善悪の明確なカテゴリーを提供する道徳的フレームワーク（抑圧者と被抑圧者）、属性のコミュニティ（活動家の輪、読書グループ、抗議）、そして — 最も誘惑的に — アイデンティティ。あなたはもはや混乱した、地面のない個人で意味のない世界を導いていない。あなたはフェミニストである。反資本主義者。反ファシスト。正義の戦士。イデオロジーはあなたに名前、部族、使命を与える — そして重要なことに、敵を与える。敵は使命に形を与える。敵なしで、アイデンティティは崩れる。

これが対話が失敗する理由である。あなたは立場と議論していない。あなたはアイデンティティを脅かしている。そしてアイデンティティが一度フレームワークと融合すると、生存本能の全力でそれ自身を守るだろう — 心理的レベルでは、フレームワークへの脅威は自己への脅威として経験されるからである。





捕縛のメカニズム


アイデンティティ融合

最初で最も根本的なメカニズムは、人とその信念の間の境界の崩壊である。健全な認識論では、信念は保持される — それらは調べられ、改正され、人が破壊されなくても解放されることができる。イデオロジー的捕縛では、信念は保持されず、住まわれている。人はフェミニスト的確信を持つわけではなく、フェミニストである。信念システムは、単一の信念を削除することが全体の崩壊を脅かすようにして、全体のアイデンティティ構造のための負荷を負う。

大学は特定の教育的方法を通じてこの融合を加速する：フレームワークは評価するのに提案のセットとしてではなく、道徳的目覚めとして提供される。学生は臨界理論を学ぶのではなく、体系的抑圧の現実に目覚めている。目覚めの言語（「woke」そのもの）は偶然ではない。それは宗教的回心の構造を借りている — 目から鱗が落ちて現実の真の本質が明らかになる瞬間 — それを任意の形而上学的内容を取り除きながら。結果は超越なしの回心である：精神的変換のすべての心理的強度が、政治的プログラムに向けられている。

アイデンティティ融合が完了すると、すべての反論は知的挑戦ではなく実存的脅威として経験される。感情的活性化 — 怒り、涙、従事を拒否 — は理性の失敗ではない。それは包囲下のアイデンティティの完璧に合理的な防御である。悲劇は、防御されているアイデンティティが、人が家と間違った檻であるということである。



道徳的暗号化

第二のメカニズムは、経験的主張ではなく道徳的公理としてのイデオロジー的前提の符号化である。「西洋文明は体系的人種差別に基づいている」という命題は、議論される歴史的命題ではなく、その否定が否定者の加担を明かしている道徳的真実として提示されない。「ジェンダーは社会的構成である」という命題は、評価されるべき哲学的議論ではなく、その拒絶がトランスジェンダーの人々に対する暴力を構成する抑圧からの解放として提示されない。フレームワークのすべてのコア信条は道徳的言語で暗号化されているため、不一致は間違っていない。それは邪悪である。

これはあらゆるイデオロギーが開発した最も効果的な防御メカニズムである。それは捕縛されている人の本当の道徳的誠実さ — 良くなりたい、不正と戦い、脆弱な人たちと一緒に立つという彼らの本当の望み — を開発し、フレームワーク自体の保護に向けてそれをリダイレクトしている。フレームワークに異議を唱えることは抑圧者の側に立つことである。証拠を要求することは、フレームワークが問題として特定している特権を実行することである。フレームワークは議論によってではなく道徳的圧力によって守られている — そして道徳的圧力は、誠実な人にとって、あらゆる議論よりもはるかに強力である。

ハーバート・マルクーゼの「抑圧的寛容」の概念はこのメカニズムを明示した：異論の許容は、異論が支配的権力構造に仕える場合、抑圧そのものの形式である。含意は、議論をシャットダウンすることは検閲ではなく、解放である — フレームワークを外部からの批評に対して論理的に免疫にする反転で、すべての外部批評は事前に抑圧として分類されるからである。



認識論的閉鎖

第三のメカニズムは、知識の代替源の体系的排除である。捕縛されている人は、単に伝統的知識、宗教的知恵、または常識に異議を唱えるのではなく — 彼らはこれらが知識ではないことをすべて教えられている。伝統は「覇権的物語」である。宗教的知恵は「家父長制の神話」である。常識は「内在化された抑圧」である。祖母の具体化された男と女が何であるか、家族がどのように機能するか、子供たちが必要とするもののについての知識 — これは間違っていないとして却下されるのではなく、症候的として。彼女は彼女が抑圧されていることを知らない。彼女の人生の満足は虚偽の意識である。

結果は、唯一の合法的な知識源は、フレームワーク自体の中で生産されているものである — ジェンダー研究部門からの査読済みの論文、承認された理論家（Foucault、Derrida、Butler、Kimberlé Crenshaw）、およびフレームワークが抑圧されたものとして認識するアイデンティティカテゴリーの「生きた経験」。これは閉じた認識論的円である：フレームワークはフレームワークを確認する証拠を生産し、フレームワークと矛盾するすべての証拠は、フレームワーク自体の基準によってフレームワークによって事前に失格である。

Harmonismはこれを認識論的帯域幅の急進的な狭まりとして認識している。調和認識論は、人間が四つの知識モードへのアクセスを持っていることを保持している：感覚的（経験的観察）、合理的（哲学的および数学的推論）、経験的（直接現象学的接触）、および観想的（継続的な実践を通じて目覚める直感的な智的能力）。イデオロジー的捕縛は四つのすべてを単一のモード — 対話的分析的 — に、その後そのモード自体を単一のフレームワークに制限することによって動作する。結果は知識の拡張（フレームワークがそれ自身をどのように提示するか）ではなく、破滅的な縮小である：フレームワークが前代未聞の明確さを達成したと信じながら、彼らの認識論的能力のほんの一部で動作する人。



社会的強制

第四のメカニズムは、アイデンティティレベルの強制システムに昇格させられたピアプレッシャーである。捕縛されている人は、社会ネットワーク — 友人、同級生、オンラインコミュニティ、活動家の輪 — の中に存在し、その中でフレームワークは入場の価格である。フレームワークに異議を唱えることは、単に間違っているだけではなく、除外されることである：フォローされず、友人が外されて、公開で非難され、属性のコミュニティから除外される。

すでに伝統的属性の源から奪われた若い人 — 弱められた家族の絆、不在の宗教的コミュニティ、原子化された消費者文化 — 活動家コミュニティは、彼らが持つ唯一の本当の人間的つながりの源であるかもしれない。フレームワークは本当だから保持されていない。フレームワークはそれを解放することのコストが総社会的孤立だから保持されている。これは陰謀ではない — 強制者のほとんどは彼ら自身捕縛されており、彼ら自身が同じ理由でフレームワークを保持している。システムは自己執行的である：すべてのメンバーはすべての他のメンバーを警察する。それは悪意からではなく、彼ら全員を内部に保つのと同じ絶望的な属性への必要性から。






伝統が知っていたもの

心がそれ自身の確信によって監禁されていることは、現代の現象ではない。魂の内部景観をマップした伝統はすべてこの状態を認識し、それのための正確な言語を開発した。

ヨーギック伝統はそれをavidyāと名付けている — 情報の欠如の意味ではなく、身元の誤認の意味で根本的な無知。自己は、それがない — その考え、その社会的役割、その理想的確信 — と、その誤った身元を本当の自己保存に適切な凶暴さで守っることを持つものについて特定する。パタンジャリのヨーガ・スートラは五つのkleshas（苦難）をリストアップし、そのうちavidyāが根である：誤認から流れasmitā（自我融合 — 「私は私の信念である」）、rāga（偽のアイデンティティを維持するフレームワークへの愛着）、dvesha（それを脅かすものへの嫌悪）、およびabhinivesha（この構成された自己にしがみついている失っことが死であるかのように）。イデオロジー的捕縛の全体的なメカニズムは、紀元前3世紀からの5つのサンスクリット言葉に記述されている。

スーフィ伝統はnafs — 自我自己 — を進歩的な改善の駅を通じてマップしている。最も低い駅、nafs al-ammāra（命令する自我）は、正確にイデオロジー的捕縛の状態である：自我は命令し、その人は従う。自我の情熱を真実として間違え、その反応性を正義として、その恐れを道徳的明確さとして。スーフィの道は、この命令する駅からの進歩的な解放である — 議論を通じてではなく（議論は自我を養う）、アイデンティティの位置をnafsからrūh（精神）にシフトさせるプラクティスを通じてである。伝統は、人が議論を通じて到達しなかった立場から、人を議論する方法がないことを理解していた。

ストア派伝統はproslepsis — 虚偽の先入観 — を苦悩と幻想の根として特定した。エピクテートスは、人々はもの事によってではなく、もの事についての判断によって乱されていること、そして最も危険な判断は、人が知らないうちに持っている判断である — それは検査なしに周囲の文化から吸収されたということ。ストア派のprosoche（警戒的な自己注意）の実践は解毒剤である：自分の印象の継続的な検査、観察されたものと解釈されたものの区別の規律、あらゆる判断が未検査で動作することを許さない拒否。

コンバージェンスは構造的である：3つの文明、歴史的接触なし、同じ診断。心はそれ自身の構成によって監禁される可能性がある。監禁は身元によって維持される — 自己と信念の融合。解放はより良い議論からではなく — 同一性のロケータからのシフト — 構成された自己（イデオロジーの基質である）からより深く、より永続的で、より本当のもへのシフトからくる。

Harmonismはその深い地面をPresenceと命じている — 輪の中心、すべての構成、すべてのイデオロジー、すべてのアイデンティティを先行し生存する意識的認識の状態。臨在に固定されている人は、保持されることなく信念を保持することができる。彼らは自分自身のフレームワークをフレームワークの外から調べることができる — これはイデオロジー的捕縛が不可能にするものである。





制度的生産ラインの

伝統はイデオロジー的捕縛を個人的な精神的状態として出会った。現代の西洋はそれを産業化した。

現代大学は、単にフレームワークを教えるのではなく — それは大規模で捕縛された対象を生産している。シーケンスはかなり一貫している：1年生のコース道徳的緊急性を確立する（体系的抑圧は本当である、あなたは関係を持っている、沈黙は暴力である）。2年生のコース理論的装置を配信する（Foucault、Butler、Crenshaw、bell hooks）。3年生のセミナーはフレームワークが属性のための共有言語である小グループダイナミクスを通じてアイデンティティ融合を統合する。卒業までに、学生は臨界理論教育を持つのではなく — 彼らは臨界理論アイデンティティを持つ。そしてそのアイデンティティは、度と異なり、放することはできない。

卒業生は、その後メディア、法律、人事、教育、公共政策、および企業管理に入る — フレームワークを議論ではなく公理として運ぶ。彼らは彼らの専門的な環境の中でフレームワークの議論をしない。彼らはそれを実装する：多様性、公平性、および包含性プログラム、スピーチコード、採用基準、コンテンツポリシー、編集基準。捕縛された学生は捕縛する専門家になり、サイクルはすべての卒業クラスで自分自身を再現する。

フランクフルト学派はこれを明示的に理論化した。マルクーゼの戦略 — 「機関を通じての長い行進」（フレーズルディ・ドゥッチェがマルクーゼの考えから造語）は陰謀ではなく、プログラムである：機関を変換する人々を変換することで文化を変える。戦略はマルクーゼが想像できるもの以上に成功しました。調整された陰謀のためではなく、フレームワークが本当の虚無を満たしたからです — 西洋の伝統の崩壊によって生み出された形而上学的真空 — そして制度はすでに抵抗を提供するのに十分空洞化されていた。

この生産を維持する資金生態 — フォード財団、ロックフェラー財団、オープン・ソサエティ・ファウンデーションズ、そしてより広い進歩的慈善ネットワーク — は投機ではなく公共記録である。これらの財団はジェンダー研究部門、社会正義センター、活動家訓練プログラム、そしてフレームワークを標準化するメディアコンセント資金を提供する。提供されている関心は構造的である：原子化され、理想的に捕縛され、制度的検証に従属している人口は、形而上学的地面、強い家族、主権的なコミュニティを持つ人口ではないやり方で統治可能である（Feminism and Harmonism § The Instrumentalisation of Feminismを参照）。





なぜ議論が失敗するか

理想的に捕縛された人と従事するときのほとんどの一般的な間違いは、より良い議論が十分であるという仮定である。それは違う。フレームワークは — アイデンティティ融合、道徳的暗号化、認識論的閉鎖、社会的強制を通じて — 議論-安全性のために設計されている。

フレームワークに矛盾する証拠を提示し、証拠はフレームワークを通じて再解釈される：矛盾する研究は特権のシステム内の偏った研究者によって生産された。論理的批評を提供し、ロジックは支配的なディスコースのツール：「ロジック」そのものとして却下される西洋、家父長制、合理主義的な構築で他の知識の方法を周辺化（皮肉 — このクレーム自体が論理的な議論です — 正確にはフレームワークが自己吟味に対してそれ自身を暗号化しているために、クレーマーには見えない）。「抑圧された」カテゴリから話す人々の証言を共有し、フレームワークに同意せず、彼らの証言は内在化された抑圧として無効にされている：彼女の伝統的な役割に満足している祖母は虚偽の意識に苦しんでいる；黒人の保守派は白人の優越性によって共存されている。

フレームワークからのすべての出口は内側からシールされている。フレームワークはすべての異議を予想し、フレームワークがそのそもそも診断していると主張する状態の症状として、すべての異議を事前に分類している。これは知的強さの兆候ではない。それは反証不可能なシステムの署名である — これは、あらゆる深刻な認識論の基準（フレームワークの独自の社会科学部門が公式に支持するカール・ポパーの反証主義を含む）によって、疑似科学とイデオロジーの署名である。知識ではない。





調和主義的応答

議論が失敗すれば、何が成功するか？伝統は構造的な答えに収束する：救済は、より良い議論ではなく、より深い地面ではない。

最初の動きは認識である — 捕縛を立場ではなく状態として見ること。立場は議論されることができる。状態は癒される必要がある。あなたの前の人は、あなたの知的相手ではない。彼らは本当の人間である — しばしば高度に知的で、道徳的に誠実で、深く苦しんでいる — 形而上学的地面から奪われ、代替品としてイデオロジーが提供されている。あなたが出会う感情的活性化は敵意ではない。それは、彼らが持つ唯一の地面を防御する人の音である。医者の明確さで、議論者の攻撃ではなく、それに会う。

第二の動きは間接的アプローチである。フレームワークの防御はすべて外向いている — 外部批評に向かって。彼らはフレームワークの下を向いていない — 基礎に。最も効果的な混乱は、フレームワークの結論に対して議論することではなく、フレームワークが説明できない経験を提供することである。本当の臨在の瞬間 — 自然の中で、沈黙の中で、イデオロジーの下にある何か本当なものに触れる会話 — は、1000の反論ができないことを達成することができることができる。フレームワークが認識しないレジスタからのデータを導入するからである。スーフィのマスターはこれを知っていた：nafsを議論しない。あなたは魂にnafsが提供できるもの以上のリアルなものを提供し、魂は、その自身を認識して、転向し始める。

第三の動きは質問の下の質問である。あらゆるイデオロジー的立場は、イデオロジーがキャプチャしリダイレクトした本当の人間的懸念に基づいている。反資本主義者は正義について気になる — 多くのためにいくつかの利益のために抽出する財政制度の本当の不正。フェミニストは女性の尊厳について気になる — 女性が教育および精神的発展へのアクセスが拒否されている本当の歴史。反ファシストは自由について気になる — ダルマによってチェックされていない権力当局の本当の危険。懸念を敬意。それを指定してください。あなたがそれを見ていることを示してください。その後、より深い診断を提供する：不正は本当だが、それに対処することを主張するフレームワークは、それ自身が不正を生み出した同じ文明的な亀裂の産物である。救済は病気の中からは来られない。

第四の動きは代替アーキテクチャである。イデオロジーは虚無を満たす。虚無を削除することなく、虚無をより本当のもので満たすことはできない。これはHarmonismが動作可能になるところである — 反イデオロジーではなく、地面の回復として。Wheel of Harmony/Wheel of Harmonyはイデオロジーが提供できないもの：身体、魂、および精神を含む人間の一貫した説明；すべての人生領域を接続する実践的な道；信念のコミュニティではなく、実践のコミュニティ；およびLogosとの関係 — どのようなイデオロジーが提供できるのか、イデオロジーはそのような秩序が存在することを認識していないため。

第五および最も要求的な動きは具体化である。イデオロジー的捕縛に対する最も強力な議論は、それから明らかに自由である人である — 明確さ、深さ、および思いやりを持つ世界に従事し、何を考えるべきか言う必要があるイデオロジーなしに。祖母は、その世界観が彼女の孫娘の教授たちのものより本質的にもっと洗練されている — は議論することで勝つことができない。彼女は、彼女の人生のテキスチャを通じて示すことで勝つ — それは形而上学的地面を持つ人間が、イデオロジーと怒りでのみ武装した人間より、愛の能力が大きいこと、危機への回復力が大きいこと、思考における主権が大きいこと、および正義への本当の懸念がより大きいことを示す。





より深い診断

イデオロジー的捕縛は病気ではない。それは症状である。

病気は虚無である — 西洋の伝統がかつて提供した本体的基礎のすべての進歩的な解体によって生み出された形而上学的真空（The Foundationsを参照）。名目主義が普遍を解散したとき、人間の本質についてのあらゆる主張のための基礎を削除した。デカルト二元論が心を身体から分割したとき、それは具体化された知識のための基礎を削除した。カントが現実を知識主体に再配置したとき、彼は共有真実のための基礎を削除した。実存主義が固定本質を否定したとき、それは人間の目的のための基礎を削除した。ポスト構造主義がすべての残りのカテゴリーを権力関係に解散したとき、それは意味そのもののための基礎を削除した。

あらゆる地面を体系的に削除した文明は、その若い人々を何もないところに立たせるままにしておく。そして何もないところに立つ人は、確かな足がかりを約束する最初のものをつかむだろう — 彼らを監禁するイデオロジーであっても。悲劇は、彼らがイデオロジーを選んだということではない。悲劇は、彼らが選ぶべき他に何も与えられなかったということである。

したがって、調和主義的応答はイデオロジーと戦うことではなく、地面を再構築することである。若い人たちに、人間が実際に何であるかを教える — 物理的身体がchakra systemを通じて構造化されたエネルギー身体によってアニメーション化されている多次元の生活、その本質が発展の段階を通じて展開する、その目的はLogosとの整列を通じてDharmaの実践を通じてである。彼らに、現実が本質的な秩序を持っていることを教える — 外側から課せられていないが、現存在の布に織られている — そして彼らの最も深い憧れは正義（これはその秩序の1つの表現）ではなく、全体との調和である。彼らに、彼ら自身の祖母の伝統がその教授たちのフレームワークより多くの智慧を運ぶことを教える — 祖母は理論的にそれを述べることはできなかったからではなく、それが生きられていたからである。

捕縛された心の解放は、政治的なプロジェクトではない。それは精神的なものである。そして、すべての本当の精神的な作業のように、それは誰かにされることはできない — それは提供され、具体化され、示され、その魂が、それが住んでいた檻よりも本当のものを認識して、光へ向かう転回までのみすることができる。



参照：The Western Fracture、The Foundations、Post-structuralism and Harmonism、Existentialism and Harmonism、The Epistemological Crisis、The Moral Inversion、Communism and Harmonism、Feminism and Harmonism、Social Justice、Liberalism and Harmonism、The Globalist Elite、Harmonic Epistemology、調和主義、ロゴス、ダルマ、臨在、Applied Harmonism
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